
 

教室掲示 

お願いします 

広島大学附属高等学校 

 

第２号 
平成 29年６月 30日発行 

編集：Ⅱ年 5組 SS委員 

 

ⱨ꜡fi♥▫▪◘▬◄fi☻   ◘◌♫─ ╩ ⅎ╢
 

ⱨ꜡fi♥▫▪◘▬◄fi☻ │ ⅜ ∫

≡™╢ ╛ ─ ↕⌐≈™≡ ╩⇔≡™√∞

ↄⱪ꜡◓ꜝⱶ≢ ─

≢ ↕╣╕∆⁹ │ ≢⇔√⁹

31 Ⅰ ≤Ⅱ ─ ⅜ ⇔╕⇔√⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

╩ ∆Ⱳꜝ 

─ ⌐│ ╩ ℮≤⁸ ─ ≢№╢ ⅛╠

≤ ⅜ ╡ ∂∫√⁸™╦╝╢ ⌐ ∆╢

⅜™╢⁹ │ ─ ≤─ ⅜ ↕ↄ⁸

⌐≤∫≡ ⌂

≤™ⅎ╢⁹⇔⅛⇔↓

─ ─ ⌐│

₁⌂╙─⅜ ⅎ

╠╣⁸ ⅜ ⅜

∞≤ ∫≡™╢─

⅛⁸ ⌂ ╩ ⇔

≡ ╡ ™√─⅛

─⅛│╟ↄ╦⅛∫

≡™⌂™⁹ 

─ ╩ ∆╢ 

⑴ ─ ≤│  

⌐ │№╢⅛ ↓╣│ ↄ⅛╠ ↕╣≡⅝√⁹

⌐ ╩ ≈ │™⌂™≤ ⅎ√ ╙™√⇔⁸

≡─ ⅜ ╩ ∂╢↓≤⅛╠⁸ ╩ ∫≡™╢

≤ ⅎ√ ╙™√⁹ ─₈ ≡─╙─⌐ │

╢₉≤™℮ ⅎ ╙∕─ ─ ≈≤™ⅎ╢⁹⇔⅛⇔

╕≢ ⌐ ⅜№╢≤™℮ ⅎ │№╕╡

≢⌂ↄ⁸



 

 

 

 

│ ⅛╠ ╩™√∞⅝⌂

⅜╠ ╛ ╩ ℮ⱪ꜡◓ꜝⱶ≢

─ ≢ ↕╣╕∆⁹ │

≢⇔√⁹ и ─ ⅜

⇔╕⇔√⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.  
─ ≢│ ⌐ ⅛╣√ ─ ⅜╡

╩ ∆ ≢№╢₈ ₉╩ ╡ → ™ↄ≈⅛

─ ⌂ ─ ╩ ╩ ∫≡ ∆╢≤

≤╙⌐ ─ ╡─ ≤ ─ ⌐≈™≡

⇔╕⇔√。    

 

2. ≤  
╩ ≢ ∆ │™╤™╤№╡╕∆⅜

─ ≢│ P─ t⌐⅔↑╢ ╩ x ,y

⌐ ↑≡ t─ ≢ ∆₈ ₉≤™℮

≢ ™╕⇔√。 

  ｒ＞0─ │  ｃ（ｔ）＝（ｒcosｔ，ｒsinｔ） 

╕√  ｃ（t）⅜ ─ ╩ √∆≤⅝，c(t)│

╠⅛⌂ ≤™™ ⅜ ≢⅝╕∆。 

(1) c⅜ ≢╙  

(2) ∆═≡─ t⌐ ⇔≡ c’(t)≠ 0,0  

╠⅛⌂ c(t) ⌐ ⇔≡ ─ k(t)╩ ≤

┬⁹ k(t)＝ ｘ’(t)y’’(t)-x’’(t)y’(t)/|c’(t)3|  

─ │ 0 

     

r>0─  

c(t)=(rcost, rsint)  

─ │ 1/r 

│ ⌐  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. ─ ≤ ⌐№╢ ⌐ ∆╢    

   ᴁ   

  ╠⅛⌂ ─ ⅝╩ ⌐∆╢≤ │ 

-1 ⌐⌂╢Ƴ 

ⅎ┌ c1(t)=(t,at2) ≤ c2(t)=(-t,at2) │ ⌐

∆≤ ∂ ≢∆⅜ ─ ⅝ ╩ ∆╢≤

⅝─ ⅝ ╩∆

╢↓≤⅜╦⅛╡╕∆⁹

∕⇔≡↓─ ╟

╡ ─ ⅛╠

─ ⅜╡≤ ⅜

╡╩ ≢⅝╢↓≤

⅜╦⅛╡╕∆⁹ 

   

  ◒꜡♁▬♪ ⌐≈™≡ 
   ↕╪│ ╛ ⌂≥─ ╡ ⌐ ∫≡™

⅝≥√∫⅛⅛⇔↕⌐Ⱪכ◌≡ ⅜⅛⅛∫≡ ⅝ↄ

⅜ ™√≤™℮ │№╡╕∑╪⅛ ↓─ │◌

─Ⱪכ ⅜ ⅝ↄ ╦╢≤⅝╒≥ ↄ⌂╡╕∆⁹

│Ⱪכ◌ ≢╙ ≢∆╟⌡⁹ 

  ─ ╙ ∂≢ ⌐ ⅜ ╦╢ │

⅜ ⅝╛∆™─≢∆⁹∕↓≢ ─ ⌐

╦╣√─⅜ ◒꜡♁▬♪ ≢∆⁹ 

  ◒꜡♁▬♪ ≤│ ─ ≢Ɫfi♪ꜟ

╩ ─ ≢ ⇔√≤⅝⌐ ⅜ ╢ ─↓≤≢

∆⁹ 

 
◒꜡♁▬♪    

  ↓─ ≢│ ─ ─ ⅜ ≢ ⌂

⅜Ⱪכ◌ ∑∏ ╙ ↕™╙─≢№╢√

╘ ⅜╡╛∆™─⅜ ≢∆⁹∕─√╘

─ ⌐╙ ╙⌐≤⌂כ♃☻כ◖♩♇▼☺ ╦

╣≡™╢∕℮≢∆⁹   

   

   

   

   

   

   

 

 

 

 

  ⱴכ♥ 

⌂ ≤ ⌐≈™≡ 
 

   

 

               

～ 編集後記 ～ 

数学とは，我々の生活にかかせないもの

だ。「微分」という単元がこのような身近

な場所で使われていることを知ってもら

い，少しでも数学に興味を持っていただけ

たらと思う。        （SS 委員） 

～ 感 想 ～ 

今回の田丸教授のお話の中心であった曲率

という新たな知識をえることができてうれ

しく思います。放物線のグラフの頂点付近

の曲がり具合についても細かく見ていくこ

とが可能となりました。 
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